
 

神戸市-サッカー協会 ４種審判部  

審 判 報 告 書 

大 会 名   神戸市少年サッカーリーグ  ○地区○部Ａ（Ｂ）    

試合時間   ３０（前後半合わせた時間を記入） 分  延長戦               分 

試  合  Ａ （組合せの左または上のチーム） 対 Ｂ  （組合せの右または下のチーム）  

結  果     ：   (  ：  )(  ：  ) 延(  ：  )(  ：  )          

日  時   ２０１４ 年   月   日   時   分キックオフ   ＰＫ方式（  ：  ） 

場  所   神戸フットボールパーク岩岡 Ａ１コート                             

主  審   審判 志太朗  所属 兵庫県  副審１  少年審太   所属 ○×ＳＣ   

第4の審判員   なし       所属      副審２  少女審子   所属 ○×ＳＣ   

競技場、用具の状態 

 競技場 土ぬかるみ―雨天水溜りが少しあり。                            

 用具 ネットに穴が開いていたので補修後に試合を行った。                            

警告 

時間 チーム 番号 氏   名 理由{（ ）内に反ラ異繰遅距入去を記入し、具体的事由を記入する。} 

１ 5 ＦＣ× 10 神戸太郎選手 （ラ ）無謀なスライディングタックルで相手を倒した。 

２ 10 ＦＣ× 2 神戸次郎選手 （反 ）反則を受けてないのにわざと大げさに倒れた。        

３ ＨＴ ＦＣ× 3 神戸三郎選手 （異 ）前半終了の笛のあと判定に対して異議を唱えた。 

４ 25 ＦＣ× 4 神戸四郎選手 （遅 ）笛の後ボールを遠くへ蹴り再開を遅らせた。 

５    （  ）など具体的内容を書く 

６    （  ） 

７    （  ） 

８    （  ） 

 

退場    （詳細は重要事項報告書に記入して提出する。但し警告２についてはこの報告のみでよい。） 

時間 チーム 番号 氏   名 理由 (不正、乱暴、つば、阻止(手)、阻止(他)、暴言、警告２)  

１ 29 

ＦＣ×  ４ 神戸四郎選手 （阻止（手））相手のシュートを手でとめて決定的な得点の

機会を阻止した。 

２    
          

３    
          

その他の報告事項 

  問題なき場合は 「特になし」 と記入。 その他は具体的に記入する。                                                         

（主審の権限が及ばない時間帯での事象で競技者やチーム役員の言動が懲戒罰に値する場合、チームのユニホ 

ーム等に問題があった場合、キックオフが遅れた理由、副審・運営面に問題があった場合、など）  

以上の通り報告いたします。 

     ２００× 年   月   日 

                  主審住所   主審住所を記入                   

                         電話番号：０９０－×○△－△△□□                  

                署  名     審判 志太朗                  

神戸市サッカー協会会長殿  

1 級は日本協会、２級は関西、３･４級は兵庫県です 

開始からの通算時間 

正式名称 

日付は西暦で記入 

記入の仕方は警告と同じ、但し一発退場があった場合は別途、重要事項報告書を作成すること 

前 半 後 半 

開始予定時間ではなく、実際の開始時間を記入 

合計 得点 

 

試合を主催した協会の 

会長宛に報告する 

競技場・用具の状況・処置を記入。すべて良い状態ならば「良好」と記入 

必ずフルネームで 

「競技規則」を参照し正しい用語を使って記入を（例）無謀、異議は警告。過剰、侮辱は退場 

氏、選手をつける。 



 

神戸市-サッカー協会 ４種審判部  

審判報告書審判報告書審判報告書審判報告書（重要事項）（重要事項）（重要事項）（重要事項）    

大 会 名   ２０１４年 神戸市少年サッカーリーグ ○地区○部 Ａ（Ｂ）     

試合時間     30   分 延長戦        分  

試  合  Ａ   ○○              対 Ｂ  ＦＣＸ              

日  時       年   月  日（  ）     時     分キックオフ   

退場、その他の重要事項についての詳細 

 ２９分ＦＣＸの神戸四郎選手（背番号４）は、○○チームの背番号 10 日本太郎選手が、   

 ペナルティーエリア中央付近でＧＫをかわし、シュートしたボールがゴールに入るのを手を使って止

め、決定的な得点を阻止したので競技規則第１２条により退場処分とした。                     

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

以上のとおり報告いたします。 

    年   月  日 

 

署  名  審判 志太朗               

神戸市サッカー協会会長 殿 

 

《審判報告書：警告事例：参考》  

 「どういう状況で」、「誰に」、「どうしたか」 

・（反）：相手競技者のシャツを引っ張りボールを保持することを妨げた。 

・（反）：意図的ににボールを手で扱い、相手競技者がボールを受け取るのを阻止した。 

・（ラ）：相手のドリブル突破に対して無謀にチャージし相手を倒した。 

・（異）：主審の判定に対して、ボールを地面にたたきつけて異議を示した。 

・（距）：相手の FK 再開の直前に壁から飛び出しキックを妨害した。 

・（遅）：相手のスローインのボールを相手に渡さず持ち去った。 

・（遅）：ゴールキックの際ボールを何度も置きなおし意図的に再開を遅らせた。 

理由を間違って記述 

（距）相手の FK による再開をボールの前に立って遅らせた・・・・（遅） 

（反）相手フリーキック（スローイン）の判定の後ボールを相手に渡さなかった。渡さず再開を遅らせた・・（遅） 

（反）相手フリーキック（スローイン）の判定の後ボールを蹴った・・・・・（遅）又は（異） 

（反）ボールを故意に相手に向けて過剰な力で投げた。    乱暴な行為・・・（退場） 

（異）主審の判定に対して、「へたくそ」と異議を言った。     侮辱的な発言をした…（暴言）・退場 

上記のように理由（青字）の誤りや具体的事由の記入不足で理由が変わってくるので赤字のように具体的に書く事。 

 

審判報告書と同じ実際の開始時間を記入 

大会名、試合時間、対戦、日時については審判報告書と同じように記入のこと 

 

「何分に、どこで、誰が、誰に対して、

どういう状況で、どのような行為をし

たか」を詳しく書いてください 


